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小
島
公
民
館

《
に
こ
に
こ
学
級

　
　
　
　
「
昔
な
が
ら
の
お
菓
子
作
り
」》

◆
日
時　

２
月
19
日（
水
）
10
時
～
12
時

◆
場
所　

小
島
公
民
館

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

𦙾
永
公
民
館

《
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
大
会
》

◆
日
時　

２
月
９
日（
日
）
９
時
～
12
時

◆
場
所　

養
基
小
学
校
体
育
館

《
青
少
年
育
成
報
告
会
・
中
学
生
表
彰
式
》

◆
日
時　

２
月
16
日（
日
）
14
時
～
16
時

◆
場
所　

𦙾
永
公
民
館

◆
内
容　

　

中
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
表
彰
・
記
念
講
演

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

谷
汲
公
民
館

《
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
＆
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

楽
し
も
う
》

◆
日
時　

２
月
21
日（
金
）

　
　
　
　

19
時
30
分
～
21
時
30
分

◆
場
所　

谷
汲
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

◆
持
ち
物　

上
靴

※ 

小
学
生
は
保
護
者
同
伴
で
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

久
瀬
公
民
館

《
地
域
瀬
音
学
級
》

◆
日
時　

２
月
８
日（
土
）
10
時
～
12
時

◆
場
所　

久
瀬
公
民
館

公
民
館
活
動

公
民
館
活
動

第
９
回
全
日
本
ア
ン
ダ
ー
ジ
ュ
ニ
ア

ボ
ク
シ
ン
グ
大
会
東
海
予
選
会

北
和
中
学
校
１
年

　

林は
や
し　

賢け
ん

新し
ん

さ
ん

（
上
南
方
）

12
月
７
日
（
土
）、
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

は
な
も
も
で
、
明
智
光
秀
ゆ
か
り
の
揖
斐
川

町
史
料
集
発
刊
発
表
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。第

一
部
は
揖
斐
川
歴
史
民
俗
資
料
館
で
長

年
古
文
書
解
読
講
座
講
師
を
務
め
ら
れ
て
い

る
田
中
豊
さ
ん
の
「
史
料
集
の
解
説
」
が
あ

り
ま
し
た
。
土
岐
氏
の
元
祖
、
頼
兼
は
小
島

城
で
誕
生
し
た
こ
と
、
明
智
光
秀
の
嫡
子
晴

光
が
揖
斐
川
町
桂
の
山
林
で
蟄
居
し
た
こ
と

な
ど
発
刊
し
た
冊
子
の
ペ
ー
ジ
に
添
っ
て
史

料
の
内
容
や
見
方
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

第
二
部
で
は
揖
斐
川
歴
史
民
俗
資
料
館
長

よ
り
「
明
智
光
秀
ゆ
か
り
の
史
跡
」
の
紹
介

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
史
跡
に
つ
い

て
場
所
、
い
わ
れ
、
現
状
等
に
つ
い
て
ス
ラ

イ
ド
を
通
し
て
話
さ
れ
ま
し
た
。

町
内
外
の
約
２
７
０
人
の
参
加
者
は
熱
心

に
耳
を
傾
け
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

小
島
小
学
校
が

Ｆ
Ｂ
Ｃ
県
教
育
委
員
会
優
秀
賞

を
受
賞
し
ま
し
た

▲小島小学校園芸委員会の皆さん

ス
ポ
ー
ツ
優
秀
者
激
励
会

　

大
会
に
出
場
さ
れ
る
方
の
激
励
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

▲発表会の様子

▲史料集
A5版 69 ページ

明
智
光
秀
ゆ
か
り
の
揖
斐
川
町

「
史
料
集
発
刊
発
表
会
」
を
開
催

12
月
18
日
（
水
）、
揖
斐
川
町
役
場
公
室

で
、
小
島
小
学
校
園
芸
委
員
会
13
人
が
、
富

田
町
長
に
Ｆ
Ｂ
Ｃ
岐
阜
県
教
育
委
員
会
優
秀

賞
の
受
賞
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

小
島
小
学
校
は
花
壇
づ
く
り
を
30
年
以
上

続
け
て
お
り
、
デ
ザ
イ
ン
か
ら
種
ま
き
、
花

壇
へ
の
苗
植
え
な
ど
全
校
児
童
が
協
力
し
て

立
派
な
花
壇
を
作
り
上
げ
ま
し
た
。

児
童
代
表
か
ら
報
告
を
受
け
た
富
田
町
長

は
、「
皆
さ
ん
が
、
さ
ざ
れ
石
の
よ
う
に
一

つ
に
ま
と
ま
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
素
晴
ら
し

い
花
壇
を
作
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
経
験
を

様
々
な
場
所
で
活
か
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
」

と
挨
拶
し
ま
し
た
。

受
賞
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

揖
斐
川
歴
史
民
俗
資
料
館

企
画
展 

「
春
季 

人
形
展
」

開
催
の
お
知
ら
せ

当
館
で
は
、
２
月
22
日
よ
り
「
春
季 

人

形
展
」
を
開
催
し
ま
す
。
雛
人
形
を
中
心
に

江
戸
期
か
ら
現
代
ま
で
の
人
形
や
軸
な
ど
多

数
展
示
し
ま
す
。

お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ぜ
ひ
ご
来
館
く
だ

さ
い
。

■
期　

間　

　

２
月
22
日
（
土
）
～
３
月
29
日
（
日
）

■
会　

場　

第
一
展
示
室

【
お
問
い
合
せ
】

　

揖
斐
川
歴
史
民
俗
資
料
館

　

℡
２
２

－

５
３
７
３

▲御殿飾り
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令和元年度　あったかい言葉　50撰
　揖斐川町青少年育成町民会議で、あったかい言葉を募集しました。合計2,223作品の応募があり、その中
で50作品を選出しました。そのうちのいくつかを紹介します。 

谷汲小学校　１年　くにえだ　かなと　さん：「あとすこし」
プールのけんていで 50ｍにちょうせんしたときに、クラスのみんなが「がんばれ、あとすこし」とお
うえんしてくれたので、がんばっておよぎきることができました。

谷汲小学校　６年　森
もり
田
た
　恵

え
里
り
菜
な
　さん：「がんばったね」

夏休みの宿題をやっている時に、お母さんに「がんばったね」と言われて、とてもうれしかったし、や
る気になりました。それに「すごいね」とも言われたので、もっとやる気になりました。

春日小学校　４年　林
はやし
　明

あ
佑
ゆ
香
か
　さん

学校があった日に、いつもやらないようなお手伝いをしてみました。つかれてくたくたになってしまっ
たけれど、家族のみんなが「ありがとう」「おつかれさま」「よくがんばったね」と私に声をかけてくれま
した。とても、うれしかったです。

揖斐川中学校　１年　末
すえ
永
なが
　智
さと
士
し
　さん：「おかえり。今日もおつかれ。」

今は中学生になり通学路が変わってしまって毎日は会えないけど、小学生の頃、毎日下校の時家の窓を
開け「さとちゃんおかえり。今日もえらかったね」と声をかけてくれるおじいちゃんおばあちゃんがいま
した。暑かったり、荷物が重たかったりして大変だった下校だったけど、いつも近所のおじいちゃん、お
ばあちゃんがいてくれたおかげでしっかりと家に帰れました。うれしかったよ。ありがとう。

揖斐川中学校　２年　土
つち
川
かわ
　蒼
そう
真
ま
　さん：「おはよう」

朝、学校に行く途中、地域の方が横断歩道で「おはよう」と声をかけてくれる。僕は、大きな声で「お
はようございます」と返す。今日一日気持ち良くすごせる。

揖斐川中学校　３年　若
わか
原
はら
　実

み
夏
か
　さん：「大丈夫？何かあったら相談してよ！相談にのるから！」

練習がある日の夜、私がいつもと同じように練習に行かなかった時に、「何かあったの？大丈夫？」「何
かあったら相談してよ！相談にのるから！」と、私の事を心配してくれて声をかけてくれた。私は、先輩
が悩んでいる時に、相談にのってあげたい。

北和中学校　１年　河
かわ
瀬
せ
　由

ゆ
依
い
　さん：「大丈夫？おだいじにね」

私はその時、風をひいていて、えらかった。それは部活の帰り道で、友達と一緒に家に帰っていた。友
達は、「大丈夫？」と聞いてくれたり、「おだいじにね」と言ってくれたりしました。そのちょっとした言
葉に、私の心は温まりました。

北和中学校　２年　小
こ
森
もり
　ゆら　さん：「友達やでね！！」

私がひとりで悩んでいたことに気付いて「いつでも相談してね」「嫌にならんでいいよ」と声をかけて
くれました。それだけでも私はとても嬉しかったです。しかしその子は、最後私に向かって「友達やで
ね！！」と言ってくれました。スゴく心強かったです。

北和中学校　３年　高
たか
橋
はし
　奈

な
那
な
美
み
　さん：「ありがとう」

お父さんには、あまり「ありがとう」と言えないけど、父の日に手紙を渡して、ちゃんと「ありがとう」
と伝えたら、うれしそうな顔をしてくれて、すごく心がほっこりしました。

谷汲中学校　１年　國
くに
枝
えだ
　祐

ゆ
杏
あん
　さん：「ありがとう」

仕事からつかれて帰ってくるお母さん。そんなお母さんの負担を少しでもかるくしようと、お兄ちゃん
はいつも洗いものをしている。その時のお母さんの「ありがとう」は、ふつうの「ありがとう」より、す
ごく心がこもっていた。ぼくもいつか言ってみたい。

谷汲中学校　２年　山
やま
本
もと
　李

り
奈
な
　さん：「おいしかったよ」

晩ご飯に、私が１人でおかずを作った。上手く作れたか心配だったけれど、「おいしかったよ」と家族
が言ってくれた。それからも何度かおかずを作っている。

谷汲中学校　３年　青
あお
木
き
　鈴

れ
奈
な
　さん：「おかえり」

　家から帰って来て「ただいま」と言うと家族は「おかえり」と言ってくれます。なんとなく心がほっこ
りします。それから、私もお母さんやお父さんが帰って来た時には「おかえり」と言うことを心がけてい
ます。これからも、あたたかい言葉を使いたいです。


